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東日本大震災支援企画展 vol.5   Emmetropia	 -震災後を見つめる  +  アーティストチャリティー 2015 

アーティストや作り手は、「今なにができるだろうか・・・。」

2011年あの震災を受け、この問いを共にする作家たちが被災地の復興と子供たちを継続的に

支援していくことを目的に始まった企画の第5回展を開催します。

今回より、変わりゆく震災後の「今」を見つめ活動を続ける作家や、その過程で生み出された

作品とその行為に焦点を当てる企画 「 Emmetropia	 -震災後をみつめる- 」 を始めます。

本展では、佐竹真紀子、林範親、樋口徹の3名にて展開し、震災後、各々の記憶・体験・行為に

よって切り取られ、丁寧に紡がれた作品を取り上げ紹介します。

また、アーティストチャリティー 2015では、日々の活動を行いながら「東北」へと想いを馳せ

続ける美術家工芸家たちの作品を展示販売します。その豊かな造形を是非ご高覧下さい。

本企画内での作品販売収益はすべて岩手、宮城、福島の復興と子供たちのために寄付されます。

Emmetropia：エメトロピア

「正視」を表す医学用語

矯正や器具、眼の調節力を使わない

状態で光が眼に入り、角膜、水晶体

で屈折され、網膜上で焦点が合う光

学的に正常な目。※参照 三省堂 大辞林

この純粋で無垢なEmmetropiaで紡

がれた作品群は、私たちの網膜の上

で新たな記憶として変換され各々

の「今」に語りかけてきます。
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1991年宮城県生まれ、武蔵野美術大学大学院在籍

リキテックスアートプライズ2012準グランプリ受賞。

精力的に発表活動を行う注目若手作家。

　佐竹の作品は支持体となる様々なものにアクリル絵具

を一色ずつ塗り重ね、その層を削りイメージを作り出す

ユニークな手法で制作されています。

本展では、2014年 ギャルリー東京ユマニテにて発表さ

れた「記憶する皮膚」 出品作を中心に、展示空間にあわせ

た作品も加えインスタレーションを展開します。

1948年千葉県生まれ、 東京藝術大学修士課程修了

宮城県美術館、埼玉県立近代美術館、北海道立旭川美術

館、ところミュージアム大三島など収蔵多数。

　林は一貫して、何気ない日常の風景を切り取るように

木材でリアルに再現

し、いつかどこかで見

たような風景を作り

続ける作家です。その

作品は見る側の忘れ

がちな記憶や感覚を

呼び覚ましてくれる

ようです。

本 展 で は 、2013年

ギャラリーオカベで

発表された「周縁の記

憶」から、「セイタカア

ワダチソウ」を中心に

展開します。

1943年宮城県生まれ、 1997 年宮城県芸術選奨受賞

ニコンサロンなど個展多数。

　樋口は小説の舞台となった場所や街を歩き、その行間に

独自のフィクションを加えた作品で評価の高い、東北をメ

インフィールドに活動する写真家です。 東日本大震災を受

け、被災地を見つめ続けた「街の跡形」を発行するなど、人々

の営みの痕跡を記録するように、撮影を続けています。

本展では、建物を失った土台を撮り続けた新シリーズを

発表します。

アーティストチャリティー 2015

逆谷地域情報

5 月 8 日　寛益寺春祭り　大般若転読会

5 月下旬　逆谷日吉神社　春祭り

6 月 6 日　第 7 回 逆谷歴史講演会と箏・尺八の演奏会

詳しくは  http ://hibar i -sya .net  をご覧下さい。　


